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Ｒリ

ー

サ

ス

Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ（
地
域
経
済
分
析

シ
ス
テ
ム
）は
、
産
業
構
造
や
人

口
の
変
化
、
人
の
流
れ
な
ど
の

デ
ー
タ
を
集
約
し
、
地
図
や
グ
ラ

フ
な
ど
で
表
示
す
る
こ
と
で「
見

え
る
化
」
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

「
地
方
創
生
」の
取
り
組
み
を
情
報

面
か
ら
支
援
す
る
た
め
に
平
成
27

年
か
ら
内
閣
府
と
経
済
産
業
省
が

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
デ
ー
タ
を
分
か
り
や
す
く
表
示

す
る
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
自
治

体
や
地
域
と
も
簡
単
に
比
較
す
る

こ
と
が
で
き
、
山
県
市
の
長
所
や

課
題
な
ど
を
客
観
的
な
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
把
握
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
向

け
て
、
企
画
財
政
課
と
若
手
職
員

を
中
心
に
事
前
研
修
を
行
い
、
中

部
経
済
産
業
局
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
市
の
課
題
で
あ
る
人
口
減

少
と
、
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る

た
め
の
要
と
し
て
の
産
業
に
つ
い

て
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
活
用
し
て
分

析
し
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
こ
の

分
析
結
果
に
対
し
て
意
見
交
換
を

行
い
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
と
は

人
口
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
27
年
に「
山
県
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
て
か
ら
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
市
で
は「
地
方
創
生
」に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
こ
う
し
た
施
策
を
加
速
し
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
、
地
域
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
多
様
な
視
点
か
ら
市
の
現
状
を
客
観
的
に
把
握
し
、

知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
核
と
な
る
の
が
客
観
的
な

デ
ー
タ
で
あ
り
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
は
、
地
域
経
済
や
人
口
の
変
化
な
ど
の

デ
ー
タ
を
分
か
り
や
す
く「
見
え
る
化
」す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

そ
し
て
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
活
用
し
て
得
た
デ
ー
タ
を
基
に
産
学
官
で
話

し
合
う
場
が
、
内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
、

内
閣
府
お
よ
び
中
部
経
済
産
業
局
が
主
催
す
る「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
活
用

し
た
政
策
立
案
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」で
す
。

12
月
20
日
、
市
役
所
大
会
議
室
で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

約
80
人
の
傍
聴
人
が
見
守
る
な
か
、
産
学
官
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人

が
集
ま
り
、「
若
者
世
代
の
移
住
・
定
住
と
女
性
の
活
躍
を
目
指
す
」を

テ
ー
マ
に
、
市
の
課
題
の
仮
説
と
要
因
分
析
、
そ
れ
に
対
す
る
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

問
企
画
財
政
課　
℡
22
︱
６
８
２
５

Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
活
用
し
た

政
策
立
案
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

︱ 

デ
ー
タ
か
ら
ま
ち
の
未
来
を
語
り
合
う 

︱

Ｒ
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山
県
市
に
就
職
し
た
理
由

の
一
つ
は
、
自
分
が
受
け
た

教
育
を
子
ど
も
に
も
受
け
さ

せ
た
い
と
思
っ
た
か
ら
。

（
市
若
手
職
員
）

　

地
元
企
業
に
よ
る「
我
が

社
自
慢
」
な
ど
、
学
校
教
育

に
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
組
み
入

れ
た
い
。　
　
　
　
　
（
教
育
長
）

　
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
活
用
方
法
を
大

学
の
学
生
が
市
内
の
中
学
生
に
教

え
た
が
、
中
学
生
も
デ
ー
タ
分

析
を
行
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

デ
ー
タ
の
活
用
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
地
域
を
知
る
き
っ
か
け

に
な
る
。　
　
　
　
（
大
学
教
授
）

　
結
婚
世
代
の
女
性
や
子
育
て
が

ひ
と
段
落
し
た
女
性
に
、
ど
う

や
っ
て
市
内
に
住
ん
で
も
ら
え
る

か
。
魅
力
的
な
職
場
づ
く
り
の
た

め
に
市
外
だ
け
で
な
く
市
内
へ
の

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極

的
に
行
う
べ
き
だ
。（
内
閣
官
房
ま

ち
・ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
）

　
女
性
が
製
造
業
で
働
く
な

ら
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
短
時

間
労
働
が
条
件
と
い
う
意
見

が
あ
っ
た
。
高
富
の
主
婦
の

中
に
は
、
美
山
に
行
き
に
く

い
と
思
っ
て
い
る
人
も
多

い
。　
　
　
　
　
（
社
労
士
）

　
製
造
業
の
労
働
生
産
性
が

高
い
の
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
女

性
が
多
く
働
い
て
い
る
こ
と
が
理

由
の
一
つ
。
ま
た
、
今
は
男
性
も

人
手
不
足
で
職
人
の
減
少
も
著
し

い
。
技
術
は
、
設
備
投
資
で
補
っ

て
い
る
が
、
技
術
の
継
承
方
法
に

つ
い
て
知
恵
が
必
要
。（
事
業
者
）

　

今
ま
で
は
人
手
不
足
を
外
国
人

研
修
生
で
補
って
い
た
が
、
研
修
生

の
確
保
も
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
会
社
の
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
に
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
使
う
な
ど
、

山
県
市
の
P
R
に
つ
い
て
市
と
協

力
し
て
い
き
た
い
。　
（
商
工
会
）

　
山
県
市
で
は
人
口
の
社
会

減（
転
出
超
過
の
状
態
）、
自

然
減
と
も
に
大
き
く
、
特
に

社
会
減
で
は
90
年
代
と
比
較

す
る
と
、
10
〜
20
歳
代
を
中
心
と

す
る
転
出
数
は
従
来
か
ら
ほ
ぼ
変

わ
ら
ず
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
20

〜
30
歳
代
を
中
心
と
す
る
転
入
数

が
近
年
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

20
〜
30
歳
代
の
男
性
が
職
業
上

の
理
由
で
転
出
し
、20
〜
30
歳
代
の

女
性
も
結
婚
な
ど
の
理
由
で
転
出

す
る
こ
と
が
多
く
な
って
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
大
学
な
ど
で
市
外

に
就
学
し
た
20
歳
代
が
戻
っ
て
こ

な
く
な
っ
た
」「
就
職
ま
た
は
結

婚
時
に
居
住
地
と
し
て
山
県
市
を

選
ば
な
く
な
っ
た
」
の
二
つ
の
原

因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
働
く

場
所
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
、
男
女
と
も
に
転
出
を
抑

制
し
、
ま
た
市
外
か
ら
人
を
取
り

込
む
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

　
市
の
産
業
の
う
ち
金
属
製

品
製
造
業
は
、「
地
域
外
か

ら
稼
ぐ
力
」「
他
産
業
へ
の

影
響
度
」「
付
加
価
値
額
」な

ど
で
高
い
値
を
占
め
て
お
り
、
基

盤
産
業
と
い
え
ま
す
。
金
属
製
品

製
造
業
の
賃
金
は
近
年
急
上
昇
し

て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
特
に
再

就
職
し
た
女
性
は
給
与
よ
り
も
仕

事
内
容
や
勤
務
時
間
な
ど
を
重
視

し
て
い
ま
す
。
女
性
の
求
め
る
職

は「
事
務
的
作
業
」が
多
数
で
す
。

そ
れ
に
対
し
、
製
造
業
が
求
め
て

い
る「
専
門
的・技
術
的
職
業
」「
生

産
工
程
の
職
業
」
を
い
か
に
魅
力

的
な
仕
事
に
す
る
か
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
政
策
提
案
と
し

て
、
働
き
方
改
革
の
促
進
や
復
職

支
援
、「
岐
阜
県
ワ
ー
ク
･
ラ
イ

フ
･
バ
ラ
ン
ス
推
進
エ
ク
セ
レ
ン

ト
企
業
」
へ
の
認
定
支
援
な
ど
を

掲
げ
ま
す
。

仮説

分析

意見交換

産学官で、
まちの未来を語り合う1
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みんながいきいきと働ければ、
地域も元気なる2

県
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を

経
て
、
平
成
29
年
３
月
に
、「
第

３
次
山
県
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
第
３
次
山
県
市
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
は
、「
男
女
一
人
一
人
が

仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
り
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を

発
揮
で
き
る
活
力
あ
る
山
県
市

へ
」
を
基
本
理
念
と
し
、
意
識
啓

発
や
女
性
の
活
躍
、
地
域
づ
く
り

や
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を

３
つ
の
基
本
目
標
に
ま
と
め
て
い

ま
す
。

　

特
に
基
本
目
標
２
の
「
女
性
が

多
様
な
活
躍
が
で
き
、
個
々
の
価

値
観
に
配
慮
し
た
施
策
の
充
実
」は

「
山
県
市
女
性
活
躍
推
進
計
画
」

に
位
置
づ
け
、
女
性
活
躍
に
関
す

る
施
策
を
重
点
的
に
展
開
し
ま
す
。

山
県
市
の
女
性
活
躍
は

多
様
な
活
躍

　
山
県
市
に
お
け
る
女
性
の
活
躍

の
方
向
性
に
つ
い
て
、
市
民
意
識

調
査
な
ど
を
基
に
山
県
市
男
女
共

同
参
画
推
進
審
議
会
で
５
回
に
わ

た
っ
て
議
論
し
、
山
県
市
女
性
活

躍
推
進
計
画
は
、
国
の
方
針
で
あ

る「
管
理
職
比
率
の
向
上
」
に
加

え
、
一
人
一
人
が
望
む
働
き
方
を

叶
え
ら
れ
る
、
多
様
性
の
あ
る
就

労
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
が
地
域
の

活
力
と
新
し
い
価
値
を
つ
く
る

　
戦
後
の
日
本
の
社
会
は
性
別
に

よ
る
分
業
が
進
み
、
社
会
は
男
性

が
、
家
庭
は
女
性
が
支
え
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
近
年
生
活
様
式

や
価
値
観
の
多
様
化
が
進
む
中
、

能
力
を
生
か
し
た
い
女
性
の
社
会

進
出
や
、
男
性
の
家
庭
・
子
育
て

へ
の
参
画
な
ど
、
従
来
の
固
定
的

な
意
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
生
き
方

を
希
望
す
る
人
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
に

よ
っ
て
生
き
方
が
制
約
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
そ
の
人
の
能
力
や
意
思

に
応
じ
て
活
躍
で
き
る
場
を
選
べ

る
社
会
に
は
、
多
様
性
が
生
ま
れ

ま
す
。
多
様
性
の
あ
る
柔
軟
な
社

会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
へ
の
対

応
能
力
が
上
が
る
ほ
か
、「
か
け

算
」
に
よ
っ
て
よ
り
良
い
価
値
を

生
み
出
せ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
多
様
な
価
値
観
に
対
応
し
た
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
一

人
一
人
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
の
活

力
を
維
持
し
、
新
し
い
価
値
を
つ

く
る
た
め
に
も
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
市
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
計
画
的
に
施
策
を

展
開
す
る
た
め
に
、
平
成
19
年
に

「
第
１
次
山
県
市
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、「
第
２
次
山

「RESASを活用した政策立案ワークショップ」で課題に挙げられ
たように、市では人口減少が進んでいます。人口減少は、産業
だけでなく、地域などでも担い手不足を引き起こします。
こうした状況に対し、重要となるのが男女共同参画です。

市内金属製品製造業で働く女性
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これまでの取り組み

これからの取り組み

境
づ
く
り
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
取
り

組
み
と
し
て
、
地
元
企
業
に
お
け

る
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
や
、

生
活
の
変
化
に
合
わ
せ
て
キ
ャ
リ

ア
を
積
め
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の
支
援
な
ど
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　
岐
阜
県
が
実
施
す
る「
岐
阜
県

ワ
ー
ク
･
ラ
イ
フ
･
バ
ラ
ン
ス
推

進
エ
ク
セ
レ
ン
ト
企
業
」
へ
の
認

定
を
目
指
す
企
業
な
ど
、
働
き
方

改
革
や
職
場
環
境
の
改
善
を
目
指

す
企
業
を
支
援
す
る
た
め
、
県
内

外
の
先
進
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

や
市
内
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
を
実
施
。
企
業
が
そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
に
合
わ
せ
て
職
場
改
善

な
ど
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基

に
３
段
階
程
度
の
指
標
を
作
成
し

ま
す
。
将
来
的
な
山
県
市
版
優
良

企
業
認
定
制
度
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

　
「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
活
用
し
た
政

策
立
案
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
導

き
出
さ
れ
た
、
人
口
減
少
対
策
と

産
業
振
興
の
た
め
の
施
策
に「
山

県
市
の
女
性
活
躍
」の
視
点
を「
か

け
算
」
し
て
、
一
人
一
人
の
幸
せ

に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
27
、
28
年
度
は
、
女
性
の

多
く
が
子
育
て
を
理
由
に
離
職
し

て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
主
に
女

性
の
復
職
支
援
や
、
将
来
的
な
働

き
方
の
幅
を
広
げ
る
た
め
の
施
策

を
行
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
27
年
国
勢
調
査

の
デ
ー
タ
で
は
、
こ
れ
ま
で
就
労

率
が
低
か
っ
た
30
歳
代
の
就
労
率

が
大
幅
に
上
が
り
、
結
婚
、
出
産

な
ど
で
離
職
し
た
女
性
の
早
期
復

職
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
変
化

か
ら
、
今
後
は
復
職
支
援
に
加
え

継
続
就
労
や
、
パ
ー
ト
な
ど
で
の

復
職
後
も
キ
ャ
リ
ア
を
積
め
る
環

む
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
女
性
、
企
業
の
双

方
が
持
つ
悩
み
を
解
消
す
る
た

め
、
平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
の

が
、
女
性
を
対
象
に
し
た
就
職
体

験（
主
婦
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）の

「
女
性
就
職
支
援
事
業
」で
す
。
こ

の
事
業
で
は
、
10
人
の
女
性
を
市

内
企
業
８
社
が
約
１
カ
月
間
受
け

入
れ
、
そ
の
後
７
人
が
就
職
し
ま

し
た
。
女
性
か
ら
は「
家
庭
と
の

バ
ラ
ン
ス
な
ど
仕
事
に
就
い
た
と

き
の
イ
メ
ー
ジ
が
持
て
た
」、
企

業
か
ら
は「
子
ど
も
が
い
る
主
婦

の
働
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

が
で
き
た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
は
、「
女
性
の

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
応
援
事

業
」と
し
て
、
就
職
体
験
に
加
え
、

老
若
男
女
や
分
野
を
問
わ
ず
、
山

県
市
に
も
多
様
な
輝
き
方
が
あ
る

こ
と
を
紹
介
す
る
輝
く
女
性
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
紹
介
冊
子「
わ
た
し
た

ち
の
、
つ
む
ぎ
か
た
」の
作
成
と
、

将
来
的
な
女
性
活
躍
の
施
策
展
開

に
生
か
す
た
め
の「
女
性
の
活
躍

に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

山
県
市
の
女
性
の
就
労
状
況

は
、
結
婚
や
出
産
、
子
育
て
を
機

に
退
職
し
、
子
育
て
が
ひ
と
段
落

す
る
40
歳
代
か
ら
パ
ー
ト
と
し
て

再
就
職
す
る
形
に
な
っ
て
い
ま

す
。
近
年
は
、
よ
り
早
い
再
就
職

を
望
む
声
が
多
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
ブ
ラ
ン
ク
や
子
育
て
と

の
両
立
、
未
経
験
職
種
へ
の
不
安

な
ど
ハ
ー
ド
ル
が
存
在
し
て
い
ま

す
。

　
一
方
で
、
人
手
不
足
に
悩
む
企

業
に
お
い
て
も
、
女
性
の
採
用
を

進
め
た
い
が
、
受
け
入
れ
方
に
悩

今
必
要
な
こ
と
を
着
実
に

未
来
へ
の
夢
を
描
く

女性の再就職希望者には「子育てや家庭生活と両立
したい」という気持ちが大きくあるため「両立不安」
に対する大きな壁があります。過去２年度の「主婦
インターンシップ」事業はその壁を低くする有効な
取り組みと感じています。この１月、当社は職業紹
介の厚生労働省許可を受け、インターンシップから
就職あっせんまでをトータルに自社で取り組むこと
が可能となりました。今後も再就職希望者と地元企
業両者の良き架け橋となり続けられるよう精進して
いきます。

▲「女性就職支援事業」「女性のワークライフスタイル応
援事業」を受託した市内事業者が、平成29年度から主
婦インターンシップを自主事業化。事業者の木村さん
に、この事業の意義について聞きました。

株式会社ママプロ
代表取締役  木村 麻理 さんInterview
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山県市ふるさと応援寄附金の寄附状況
　市民の皆さん。ふるさとの山県市を離れて全国各地で活躍されている皆さん。かつて山県市を訪れ豊かな自然や食、
伝統文化に触れていただいた皆さん。全国各地から応援いただいた皆さんの想いの中にいろんな形で「ふるさと山県」は
生き続けています。
　清流と緑に囲まれたこの「ふるさと山県」を、次代を担う若い世代へ引き継ぐため、夢ある市の未来のため、多くの寄
附をいただき、誠にありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山県市長　林　宏優

平成29年中の「ふるさと応援寄附金」の状況を公表します。

寄附件数と寄附金額　　1,695件　　44,347,839円

寄附をいただいた人の氏名など（申込順、敬称略）　※お名前とご住所は事前に了承された人のみ公表しています。 

（平成29年1月～12月）

＜健やかで安らかなまちづくり事業＞

＜豊かで美しい自然を守るまちづくり事業＞

＜便利で快適なまちづくり事業＞

＜活力あふれる産業のまちづくり事業＞

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

住　所 寄附者 寄附金額
岐阜県岐阜市 伏屋　幸祐 10,000 
愛知県名古屋市 小松原健司 30,000 
愛知県豊田市 早瀬　一明 10,000 
神奈川県相模原市 三村　有蔵 30,000 
奈良県奈良市 三柴　裕子 10,000 
神奈川県横浜市 日比野正浩 40,000 
岐阜県山県市 平松　　隆 100,000 
東京都目黒区 武田　宏之 10,000 
千葉県浦安市 齋藤　清孝 10,000 
東京都練馬区 匿名希望 10,000 
埼玉県坂戸市 小川　一哉 10,000 
東京都墨田区 村瀬　義典 20,000 
東京都世田谷区 早川　和志 10,000 
福井県丹生郡越前町 上坂　　篤 10,000 

住　所 寄附者 寄附金額
東京都文京区 匿名希望 10,000 

岐阜県山県市 ザ・ビッグ
エクストラ山県店 4,839 

神奈川県横浜市 日比野 正浩 40,000 
東京都港区 匿名希望 20,000 

滋賀県彦根市 株式会社
平和堂 66,000 

可児郡御嵩町 地球愛祭り
岐阜実行委員会 27,000 

東京都練馬区 間野　和哉 40,000 
東京都府中市 辻　　康幸 20,000 

住　所 寄附者 寄附金額
広島県廿日市市 鷲見　和彦 20,000 
神奈川県川崎市 古賀　快尚 20,000 
岐阜県可児市 山田　　守 5,000 

住　所 寄附者 寄附金額
大阪府大阪市 牧　　誉之 10,000 
岐阜県山県市 松井　盛行 20,000 
東京都北区 古谷　知子 10,000 

住　所 寄附者 寄附金額
岐阜県岐阜市 澤田　　正 10,000 
東京都渋谷区 明田川　仁 10,000 
兵庫県尼崎市 岡村　正利 30,000 
神奈川県川崎市 垣内桂以子 10,000 
長野県松本市 日野真希子 10,000 
愛知県春日井市 吉田　浩幸 20,000 
群馬県前橋市 小沢　聖史 10,000 
大阪府豊中市 冨田　孝之 10,000 
滋賀県蒲生郡日野町 野矢　清一 10,000 
栃木県下野市 菊地　麻衣 10,000 
兵庫県神戸市 笹谷　美幸 10,000 
兵庫県明石市 長本　英之 10,000 
愛知県名古屋市 森下　実雪 40,000 
京都府京都市 宇治本昌広 20,000 

住　所 寄附者 寄附金額
千葉県我孫子市 高井　勝則 50,000 
神奈川県茅ヶ崎市 横川　一郎 40,000 
東京都文京区 山田　杏子 10,000 
宮城県仙台市 後藤　佑介 30,000 
愛知県額田郡幸田町 坂根　太郎 10,000 
東京都台東区 喜多　直美 10,000 
東京都世田谷区 永田　大舟 30,000 
東京都世田谷区 濱田　圭奈 10,000 
神奈川県横浜市 加来　　悠 10,000 
岐阜県美濃市 河合　克宣 100,000 
東京都世田谷区 小山　千枝 20,000 

住　所 寄附者 寄附金額
神奈川県横須賀市 川上　倫世 10,000 
愛知県安城市 三島　　勉 10,000 
茨城県鹿嶋市 飯島　雅人 10,000 

住　所 寄附者 寄附金額
東京都新宿区 古谷　　快 30,000 
千葉県流山市 小木曽文孝 10,000 
石川県金沢市 北村　錬充 10,000 

住　所 寄附者 寄附金額
愛知県名古屋市 大野　慎介 10,000 
岡山県倉敷市 小崎　文男 10,000 
埼玉県さいたま市 安齋　　徹 50,000 
愛知県名古屋市 重盛　政和 10,000 
岐阜県関市 丹羽　子郎 60,000 
東京都千代田区 敷波　宏一 100,000 
神奈川県川崎市 坂井　秀章 10,000 
岐阜県美濃市 田中　俊英 70,000 
東京都調布市 小野奈緒美 20,000 
京都府京都市 川勝　雪乃 10,000 
神奈川県横浜市 沙魚川洋平 10,000 
東京都渋谷区 三科　祥理 10,000 
東京都北区 関根　絵里 20,000 
大阪府泉南郡熊取町 西本　和彦 100,000 

住　所 寄附者 寄附金額
埼玉県さいたま市 飯田　裕行 20,000 
大阪府泉大津市 山ノ内篤志 10,000 
東京都練馬区 尾原　由佳 20,000 
愛知県豊川市 川村　卓也 10,000 
東京都豊島区 桝井伊津子 10,000 
愛知県名古屋市 小澤　千絵 10,000 
神奈川県横浜市 越後多喜子 10,000 
千葉県成田市 根本　創紀 10,000 
大阪府大阪市 満田　優子 10,000 
東京都葛飾区 鈴木　浩一 10,000 
茨城県古河市 阿久津三智子 20,000 

住　所 寄附者 寄附金額
千葉県松戸市 小栗　恵里 20,000 
岐阜県美濃加茂市 渡邉明日香 20,000 
愛知県名古屋市 鈴木　　亨 20,000 

住　所 寄附者 寄附金額
愛知県名古屋市 神谷　友康 30,000 
東京都渋谷区 関家　一馬 30,000 
岐阜県山県市 江口　陽介 70,000 
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＜新しい未来を創るまちづくり事業＞

＜市長おまかせ・ふるさとまるごと支援事業＞

≪使途集計≫

＜豊かな心と文化をはぐくむ事業＞

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

住　所 寄附者 寄附金額
東京都武蔵野市 匿名希望 20,000 
岐阜県岐阜市 平野　雅頼 10,000 
神奈川県伊勢原市 木村　隼人 10,000 
愛知県名古屋市 桐山　幸浩 100,000 
愛知県丹羽郡扶桑町 足利　祐樹 10,000 
熊本県熊本市 澤畑　　均 10,000 
愛知県東海市 宇野　晴雄 20,000 

住　所 寄附者 寄附金額
東京都渋谷区 笠原　伸夫 10,000 
東京都練馬区 能城　征記 10,000 
広島県東広島市 藤原　昌夫 10,000 
岐阜県岐阜市 臼井　忠彦 10,000 
北海道帯広市 井上　裕之 100,000 
神奈川県横浜市 宮田　　剛 10,000 
愛知県岡崎市 鶴田　孝文 10,000 
大阪府茨木市 塩井　正彦 70,000 
東京都板橋区 宝田　　勇 20,000 
新潟県新潟市 大竹　　宏 10,000 
東京都品川区 松下　恵美 20,000 
大分県大分市 中嶋　　瞬 20,000 
岐阜県可児市 山田　　守 5,000 
愛知県尾張旭市 浅尾　英里 20,000 

住　所 寄附者 寄附金額
岐阜県岐阜市 匿名希望 30,000 
岐阜県岐阜市 二ノ宮三生 500,000 
神奈川県横浜市 滝本　嘉夫 100,000 

住　所 寄附者 寄附金額
東京都渋谷区 服部　洋平 20,000 
東京都台東区 池田　亮太 10,000 

東京都千代田区 ポンサン
フランソワ 10,000 

岐阜県山県市 鳥澤　昌紀 150,000 
大阪府大阪市 藤井　麻美 10,000 
東京都港区 伊藤　裕二 10,000 

住　所 寄附者 寄附金額
岐阜県羽島市 藤根　　久 20,000 
兵庫県西宮市 竹城　由美 10,000 
京都府京都市 長谷川耕大 10,000 
岐阜県岐阜市 山本　啓二 380,000 
岐阜県岐阜市 澤田　榮治 880,000 
東京都大田区 堀池　和敬 30,000 
石川県河北郡内灘町 関根　史絵 10,000 
愛知県東海市 新堀　正大 20,000 
大阪府東大阪市 宮崎　　努 10,000 
東京都板橋区 大槻　綾子 10,000 
愛媛県松山市 渡部千恵美 30,000 
東京都品川区 石渡　春子 20,000 
岐阜県大垣市 柴田　広志 40,000 
岐阜県恵那市 渡辺　　靖 20,000 

住　所 寄附者 寄附金額
神奈川県川崎市 清水　信哉 20,000 
東京都江東区 張　　若平 10,000 
東京都目黒区 巻田　智文 10,000 

住　所 寄附者 寄附金額
神奈川県逗子市 山下　哲平 10,000 
埼玉県川口市 野中　貴宏 10,000 
滋賀県湖南市 中澤　佳美 30,000 
東京都西東京市 渡部みのり 100,000 
兵庫県神戸市 松原　健治 10,000 

住　所 寄附者 寄附金額
福岡県福岡市 池田　　南 20,000 
埼玉県新座市 中村　公昭 30,000 
大阪府豊中市 石川　英樹 10,000 
東京都品川区 廣江　愛奈 10,000 
東京都世田谷区 梅原　史隆 20,000 
京都府京都市 田村　駿次 30,000 
東京都大田区 桐山　直樹 20,000 
神奈川県川崎市 田邊　　蘭 20,000 
神奈川県横浜市 立石　勝義 40,000 
東京都杉並区 西島　政男 20,000 
三重県鈴鹿市 増永　潤哉 20,000 
東京都世田谷区 山岸　　藍 10,000 

住　所 寄附者 寄附金額
愛知県名古屋市 玉井　裕也 20,000 
東京都大田区 川本　弘文 10,000 

　平成28年1月から12月までにいただいたご寄附（総額6,856,000円）につきましては、平成29年度に次のよ
うに活用させていただきました。

平成29年度山県市ふるさと応援寄附金の活用

使　途　の　区　分 金額 活　用　事　業

健やかで安らかなまちづくり事業 2,260,000円 防犯灯LED等照明器具賃貸借、高齢者在宅福祉外出支援事業、高
校生等医療費助成、障がい者福祉事業

便利で快適なまちづくり事業 210,000円 公共交通補助事業
豊かで美しい自然を守るまちづくり事業 1,120,000円 環境保全推進、市花の都ぎふ運動推進事業
活力あふれる産業のまちづくり事業 340,000円 ふるさと栗まつり等イベント支援

豊かな心と文化をはぐくむ事業 355,000円 小学校図書館バーコード化備品、中学校パソコン購入費、図書館
等購入備品、花咲きホール事業

新しい未来を創るまちづくり事業 764,000円 自治会活動・育成支援、男女協働参画等企画費

市長おまかせ・ふるさとまるごと支援事業 1,807,000円 保育事業補助、検診委託補助、健康づくりアクティブ＋10事業等、
道路・橋梁維持修繕工事

寄附合計 6,856,000円

使　途　の　区　分 件数 金額（円）
健やかで安らかなまちづくり事業 513件 13,700,000円
便利で快適なまちづくり事業 96件 2,510,000円
豊かで美しい自然を守るまちづくり事業 346件 7,777,839円
活力あふれる産業のまちづくり事業 106件 2,790,000円
豊かな心と文化をはぐくむ事業 94件 2,630,000円
新しい未来を創るまちづくり事業 123件 3,480,000円
市長おまかせ・ふるさとまるごと支援事業 417件 11,460,000円

寄附合計 1,695件 44,347,839円

　平成29年4月1日付け総務大臣通知で、「ふる
さと納税の趣旨を踏まえ、各地方団体は、当該
地方団体の住民に対して返礼品を送付しないよ
うにすること」と通知がありました。
　このことから、平成30年1月1日以降の寄附申
し込みについては、市内に住民登録している人
の寄附（ふるさと納税）に対しては、返礼品を送
付しないこととしました。

市内に住民登録している人の
寄附申し込みについて
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「
最
近
眠
れ
な
い
」「
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」そ
ん
な
と
き
に
は
…

自
分
の
こ
こ
ろ
の
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
問
健
康
介
護
課　
℡
22
︱
6
8
3
9

最
近
眠
れ
な
い
、
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
す
る
…
。
そ
ん
な
こ
こ
ろ
の
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

自
分
で
は
気
が
付
か
な
い
う
ち
に
、
こ
こ
ろ
の
状
態
が
悪
化
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
は
、
ス
ト
レ
ス
や
落
ち
込
み
度
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

本
人
モ
ー
ド
以
外
に
…

家
族
モ
ー
ド

　
大
切
な
家
族
の
こ
こ
ろ
の
健
康
状
態
が

分
か
り
ま
す
。

あ
か
ち
ゃ
ん
マ
マ
モ
ー
ド

　
産
後
の
不
安
な
こ
こ
ろ
の
健
康
状
態
が

分
か
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
モ
ー
ド

　
飲
酒
が
こ
こ
ろ
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
て
い
る
の
か
分
か
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
対
処
タ
イ
プ
テ
ス
ト

　
自
分
自
身
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
が
分
か

り
ま
す
。

い
じ
め
の
サ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク

　
「
い
じ
め
か
も
…
」と
思
っ
た
ら
。

こ
こ
ろ
の
エ
ン
ジ
ン

　
悲
観
的
に
考
え
て
し
ま
い
が
ち
な
人
に

お
す
す
め
し
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
体
温
計
と
は

　
ス
ト
レ
ス
度
や
落
ち
込
み
度
な
ど
、
こ

こ
ろ
の
状
態
を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
携
帯
電
話
で
調
べ
ら
れ
る
サ
イ

ト
で
す
。

　
個
人
情
報
の
入
力
は
必
要
な
く
、
本
人

だ
け
で
な
く
、
家
族
の
こ
こ
ろ
の
状
態
も

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
ず
、「
本
人
モ
ー
ド
」で
自
分
の
こ
こ

ろ
の
状
態
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
ま
ず
は
こ
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
ま
す
。

④
メ
ニ
ュ
ー
を
選
択
、
チ
ェ
ッ
ク
を

開
始
し
ま
す
。

②「
チ
ェ
ッ
ク
開
始
」へ
進
み
ま
す
。

③
住
ま
い
、
性
別
、
年
齢
を
選
択
し
、

「
チ
ェ
ッ
ク
画
面
」へ
進
み
ま
す
。

　

利
用
料
は
無
料
で
す
が
、

通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

　
こ
の
サ
イ
ト
は
、
自
己
診

断
を
す
る
も
の
で
、
医
学
的

診
断
を
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
、
行
政

機
関
な
ど
専
門
の
相
談
窓
口

の
紹
介
も
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
窓
口
は
秘
密
を
厳
守

し
ま
す
。

　
結
果
に
関
わ
ら
ず
、
心
配

な
状
態
が
続
く
よ
う
で
あ
れ

ば
、
早
め
に
専
門
家
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

　
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か

迷
う
場
合
は
、
健
康
介
護
課

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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ダイヤル 119 火災・救急・救助は119　消防本部 ℡22-0119

火 事 は す べ て を 奪 い ま す

取り付けましたか？　住宅用火災警報器

充実・強化する「消防力」
4月1日　消防広域化が開始

春の火災予防運動
3月1日（木）から3月7日（水）まで

設置後の維持管理について
・定期的に作動確認をしましょう。
　（点検ボタンを押すか、点検ひもを引く）
・住宅用火災警報器の電池寿命は約10年です。
・10年以上経過している場合は、内部部品の劣化も
　考えられるため交換しましょう。

問予防課　℡22−3874

問消防課　℡22−5121

　山県市は、4月1日から岐阜市、瑞穂市、本巣市および北方町の岐阜地域4市1町によ
る消防広域化（岐阜市への事務委託方式）の運用を開始します。
　消防広域化とは、市町村の行政分野の一つである消防行政について、その特性を踏ま
えてより大きな規模で事務を処理することによって、消防力の充実強化を図ることを目
的としています。
　消防広域化後は、行財政上のさまざまなスケールメリットを生かし、一丸となって市
民の安全と安心を守っていきます。

○ 消防広域化後（4月1日以降）の消防本部、市内消防署所の所在、連絡先

岐阜市消防本部 〒500-8812
岐阜市美江寺町2丁目9番地

TEL 058-262-8151（代表）
FAX 058-266-8155

山県消防署 〒501-2113
山県市高木1291番地2

TEL 0581-22-0119
FAX 0581-22-4315

美山分署 〒501-2314
山県市笹賀70番地1

TEL 0581-55-2119
FAX 0581-55-2119
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　山県市に住民登録している人、山県市に本籍のある人

　本人通知制度登録申込書に、必要事項を記入し提出してください。※登録は義務ではありません。
　申込用紙は市民環境課にあるほか、市HPからダウンロードできます。

　登録した日から3年間。引き続き登録を希望する場合は、更新手続きが必要です。

・住民票の写し（本籍および筆頭者の記載のあるもの）
・戸籍の附票の写し
・戸籍謄抄本（全部記載事項証明、一部記載事項証明）
・戸籍の記載事項証明
　（それぞれ除票または除籍などを含みます）

・本人、同一世帯員からの住民票の写し（除票を含む）の請求および住民票記載事項証明書の請求
・本人、同一戸籍に記載されている人および直系尊属卑属からの戸籍関係証明書の請求
・本籍および筆頭者の記載を省略した住民票および住民票の記載事項証明書の請求
・弁護士や司法書士などの特定事務受任者が、裁判・訴訟手続きや紛争処理および遺言状の作成、保全処分

などの代理業務に使用するための請求
・国または地方公共団体の機関などからの請求

　登録する人の本人確認書類（運転免許証、パスポート、マイナンバーカード、住基カードなど顔写真付き
のもの）

　登録者の氏名、通知先の住所などが変更になった場合、市内の変更であっても変更の届け出が必要になり
ます。変更の届け出がない場合、登録が廃止になる場合がありますので注意してください。

問市民環境課　℡22−6829

～あなたの個人情報を守ります～

「本人通知制度」をご存知ですか
　本人通知制度は、不正請求および不正取得により、個人の権利侵害の防止を図ることを目的として事前に
登録をすることにより、登録者の住民票や戸籍謄本などが本人の代理人や第三者に対し交付された場合に、
その交付の事実を本人あてに通知するものです。
　また、本人通知制度が周知されることで、委任状偽造や不正な身元調査などの未然防止につながります。

登録できる人

登録方法

登録期間

通知の対象となる証明書

通知の対象外

登録に必要な書類

登録の変更、廃止

本人通知制度登録者
山県市に住民登録している人、

本籍のある人（希望者）

本籍地の記載のある
住民票の写しなどの

請求者
（代理人、第三者）

市役所　市民環境課
※伊自良支所、美山支所、西武芸

出張所では登録できません。

①事前登録

④交付した
　事実を通知

②住民票の
　写しなどの
　交付請求

③住民票の写し
　などの交付
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▶開 設 日　3月25日（日）、4月1日（日）
▶開設時間　9時～17時

毎月25日に夜間窓口を開設しています。
25日が土、日、祝日の場合は翌開庁日となります。
▶開設時間　17時15分～21時
▶開設窓口　市民環境課、税務課、徴収対策室、水道課

毎月第2日曜日に休日窓口を開設しています。

▶開設時間　9時～正午
▶開設窓口　市民環境課、税務課、徴収対策室、水道課

※3月、4月は休日臨時窓口を開設するため、第2日曜日の休日窓口は開設しません。

休日臨時窓口

夜　間　窓　口 休　日　窓　口

問市民環境課　℡22−6829

担当課 電　話 内　　　　　　容

市民環境課 22-6827 国民健康保険、後期高齢、福祉医療、国民年金（内容によっては手続きできないものもあります）
22-6829 住民票 、戸籍 、印鑑証明 、マイナンバー交付

税　務　課 22-6822 所得・課税に関する証明 、納税証明 、固定資産に関する証明、法人市民税に関する証明
徴収対策室 22-6843 納税相談、市税の納付
水　道　課 22-6835 上水道 ・下水道料金 ・下水道受益者負担金納付、各種届出
総　務　課 22-6820 防災無線戸別受信機関係

有線テレビ局 22-6100 テレビ ・インターネット加入関係（山県市有線テレビ局が窓口となります）

平成30年 平成31年
4月25日（水） 9月25日（火） 1月25日（金）
5月25日（金） 10月25日（木） 2月25日（月）
6月25日（月） 11月26日（月） 3月25日（月）
7月25日（水） 12月25日（火）
8月27日（月）

平成30年 平成31年
5月13日 9月  9日 1月13日
6月10日 10月14日 2月10日
7月  8日 11月11日
8月12日 12月9日

問企画財政課　℡22-6825

画像提供：CCN

山 県 市 広 報 番 組  
毎日１回15分間放送

毎週月曜日　15:30〜15:45
毎週火曜日　19:00〜19:15
毎週水曜日　12:00〜12:15
毎週木曜日　15:30〜15:45
毎週金曜日　13:00〜13:15
毎週土曜日　10:45〜11:00
毎週日曜日　20:45〜21:00

地上デジタル放送12ch
チャンネルCCN

ＣＣＮ今月のオススメ番組！

今月の放送内容はこちら。
●「広報紙で振り返る平成29年度」を
	 紹介します。

●「元気もりもり！やまがたっ子」では、
	「みやま保育園」を紹介します。

リポーターの
伊藤由美子です。

なお、掲載したスケジュールは予告なく変更される場合があります。

学校☆天国

 児童自らが、自分たちの学校の魅力
を伝えてくれる番組です。 
 今回は、伊自良北小学校が放送され
ます。 

（放送期間 2月16日〜3月15日）

12ch　日曜日　17時45分〜　ほか

エリアトピックス

◦伊自良湖周辺観光拠点リニューアルイベント
　3月21日（水・祝）放送

12ch　6時〜、11時〜、20時〜ほか
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　今年度、２階の遊戯室には毎日たくさんの乳幼児の「親子さん」が遊びに来てくれました。
　２階遊戯室には、専任のスタッフと子育て支援コーディネーターが常駐しています。保護者とお話
したり、時にはお子さんと遊んだりします。保護者とは、世間話
をすることもありますが、日々の子育ての悩みも多く聞かれます。
同じ子育て中のスタッフが多いので、お互いの経験談や、ほかの
保護者も交えながら、「どうしたら良いか、良い方法はないか」な
ど一緒に考えています。
　また、子育て支援コーディネーターは、専門知識を活用し、保
護者の困りごとに対応できる子育て支援サービスや、施設を紹介
しています。行政サービスだけでなく、より身近な地域や民間の
情報も提供しています。
　子育ての相談はもちろん、自分のこと、家族のこと、なんでも
気軽に相談してください。
　また、「山県市で子育てを楽しむために♪」のリーフレットがで
きました。
　子育て中は、大変なこともいっぱいありますが、楽しいこと、
嬉しいことが増えるように、少しでも力になれたらと思っています。

地域でいきいきと暮らすために医療と介護は常に連携しています。

高富児童館だより

地域包括支援センターだより

問高富児童館　℡22－4750

問北部地域包括支援センター
　℡52－3340

3月の認知症カフェ開催予定（市委託事業）
カフェの名称 場  　所 開 催 日 時
花笑みカフェ 東深瀬859番地11　花笑みカフェ内 毎週水曜日　7日、14日、28日　9時30分〜11時30分

オレンジカフェひだまり 大門895番地1　喫茶シャルマン内 第2・4金曜日　  9日、23日　13時30分〜15時
オレンジカフェ 中洞310番地2　食事処　山務内 第2・4水曜日　14日、28日　14時〜16時

問健康介護課　℡22－6838

“医療や介護が必要になったとき” “入院や入所が必要になったとき”
不安なく生活が続けられるよう、山県市は「医療と介護の連携」に取り組んでいます。

地域包括
支援センター

地域包括支援センターは高齢者の相談窓口となり、医療機関、介護サービス
事業者、住民、自治会などと連携して支援します。お気軽にご相談ください。

病気になったら…
　地域の「かかりつけ医」
を中心として往診や訪問
看護、歯科医師、薬剤師
と連携していきます。

医師

看護師

薬剤師 歯科医

ヘルパー

介護が必要になったら…
　介護が必要になっても
住み慣れた地域で安心し
て生活できるように福祉
や介護保険サービスがあ
ります。

高齢者
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まち●話題のT O P I C S

　
１
月
14
日
、
古
田
紹
欽
記
念
館
で
新
春

茶
会
と
オ
カ
リ
ナ
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
春
茶
会
は
、
和
室
の
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
の
中
で
行
わ
れ
、
茶
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
お
点
前
を
、
参
加
者
が
静
か
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
初
春
に
ふ

さ
わ
し
い
調
べ
と
、
演
奏
者
の
三
牧
孝
至

さ
ん
と
松
野
弘
子
さ
ん
に
よ
る
軽
快
な

ト
ー
ク
が
、
参
加
者
の
心
を
和
ま
せ
ま
し

た
。

　
１
月
７
日
、
市
役
所
前
み
ん
な
の
げ
ん

き
広
場
で
平
成
30
年
出
初
式
が
行
わ
れ
、

消
防
職
員
と
団
員
約
２
４
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
消
防
職
員
と
団
員
の
表
彰
、

分
列
行
進
、一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
に

は
、日
ご
ろ
か
ら
郷
土
愛
の
精
神
の
も
と
、

市
民
の
安
心
、
安
全
の
た
め
に
活
動
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
も
本
市
の
消
防

防
災
の
要
と
し
て
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
た

い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
１
月
７
日
、
平
成
30
年
成
人
式
を
美
山

中
央
公
民
館
で
行
い
、
2
6
0
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
実
行
委
員
の
杉
山
陽
帥
さ

ん
と
原
野
亜
美
さ
ん
の
市
民
憲
章
の
読
み

上
げ
に
続
き
、
出
席
者
全
員
が
市
民
憲
章

を
唱
和
。「
二
十
歳
の
誓
い
」で
は
、
新
成

人
を
代
表
し
て
村
瀬
希
さ
ん
と
田
中
仁
さ

ん
が「
全
て
の
め
ぐ
り
あ
わ
せ
を
大
切
に

し
、
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
誇
り
に

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
胸
を
張
っ
て

生
き
て
い
き
ま
す
」と
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
10
人
の
実
行
委
員
が
企
画

し
た
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
恩
師

や
旧
友
と
の
話
に
花
を
咲
か
せ
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
１
月
12
日
、
伊
自
良
保
育
園
で
お
楽
し

み
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
楽
し
み
会
は
、
全
園
児
が
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ゲ
ー
ム
を
楽
し

む
行
事
で
、毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は「
ボ
ー
リ
ン
グ
」「
か
る
た
と
り
」

「
こ
ま
ま
わ
し
」「
ま
と
あ
て
」が
行
わ
れ
、

年
齢
の
上
の
子
が
下
の
子
に
ル
ー
ル
を
教

え
な
が
ら
、
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

新
春
の
雅
な
空
間
を

記
念
館
で
茶
会
＆
コ
ン
サ
ー
ト

平
成
30
年山

県
市
消
防
出
初
式

笑
顔
輝
く
明
る
い
未
来
へ

平
成
30
年
成
人
式

楽
し
み
な
が
ら
、
交
流
し
よ
う

伊
自
良
保
育
園
で
お
楽
し
み
会
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まち●話題のT O P I C S

　
２
月
２
日
、
富
岡
保
育
園
で
豆
ま
き
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
園
長

か
ら
節
分
や
豆
ま
き
に
つ
い
て
の
話
を
聞

い
た
後
、
歌
を
歌
っ
た
り
、
節
分
に
関
す

る
寸
劇
を
見
た
り
し
ま
し
た
。
劇
で
は
、

鬼
の
登
場
に
泣
き
出
す
園
児
も
い
ま
し
た

が
、
真
剣
な
表
情
で
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
劇
を
鑑
賞
し
た
後
、
園
児
た
ち
は
自
分

の
中
の
泣
き
虫
鬼
や
い
じ
わ
る
鬼
を
追
い

出
す
た
め
、
自
分
で
作
っ
た
鬼
の
面
を
つ

け
て
豆
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
楽
し
み
な
が
ら
日
本
の

伝
統
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
1
月
29
日
、
市
長
が
桜
尾
小
学
校
を
訪

問
し
、
昨
年
度
導
入
し
た
リ
ブ
ラ
イ
ズ
の

利
用
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
リ
ブ
ラ
イ
ズ
と
は
、
学
校
図
書
の
蔵
書

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、

誰
で
も
簡
単
に
蔵
書
を
貸
し
借
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
図
書
管
理
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
桜
尾
小
学
校
で
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
、
地
域
住
民
へ
の
図
書
室
の
開
放
を

検
討
し
て
お
り
、
ま
ず
は
学
校
の
教
育
活

動
に
関
わ
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
貸
出
し

を
始
め
て
い
ま
す
。

　

市
長
は
、「
こ
の
学
校
図
書
の
開
放
を

き
っ
か
け
に
、
よ
り
地
域
に
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」と
語
り
ま
し
た
。

　
１
月
27
日
、
大
桑
地
区
で
「
凧
あ
げ
て
、

天
ま
で
舞
い
上
が
れ
〜
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
催
者
の
里
山
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ

ブ
は
、「
山
県
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活

動
補
助
金
」
を
活
用
し
て
、
季
節
に
あ
っ

た
里
山
な
ら
で
は
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
毎

月
企
画
し
て
お
り
、
今
回
は
大
人
８
人
、

子
ど
も
12
人
の
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
大
桑
多
目
的
セ
ン
タ
ー
で
、

地
域
の
人
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
凧
を
作

り
、
午
後
か
ら
、
四
国
山
香
り
の
森
公
園

に
移
動
し
、
手
作
り
の
凧
な
ど
を
あ
げ
ま

し
た
。
午
前
中
は
雪
で
し
た
が
、
凧
を
あ

げ
始
め
た
頃
に
は
晴
れ
間
が
広
が
り
、
子

ど
も
た
ち
は
、
青
空
に
真
っ
白
な
凧
を
泳

が
せ
て
い
ま
し
た
。

　
１
月
24
日
、
第
67
回
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
が
作
文
を
書
く
こ
と
を
通
じ
て
、
犯

罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
運

動
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
優

秀
賞
４
人
と
優
良
賞
９
人
が
入
賞
し
、
表

彰
式
当
日
は
11
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

優
秀
賞　
月
山
穂
乃
花（
高
富
中
①
）、
原

尾
菜
月（
高
富
中
②
）、
岡
田
紗
良（
梅
原

小
⑤
）、
横
山
遥
花（
伊
自
良
南
小
⑥
）

鬼
は
そ
と
、
福
は
う
ち
！

富
岡
保
育
園
で
豆
ま
き
会

図
書
管
理
シ
ス
テ
ム

リ
ブ
ラ
イ
ズ
を
視
察

青
空
に
、
凧た

こ

よ
舞
い
上
が
れ

大
桑
で
凧
あ
げ
イ
ベ
ン
ト

第
67
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
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1
月
〜
2
月
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
軽
い
認
知
症
の

人
の
安
否
を
確
認
す
る「
み
ま
も
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
と
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

や
介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
受
講
生
は
い
ず
れ
も
16
人
。
介
護
保
険

制
度
や
認
知
症
、回
想
法
や
フ
レ
イ
ル（
加

齢
に
伴
う
心
身
の
活
力
低
下
）予
防
な
ど

の
講
座
を
意
欲
的
に
受
講
し
、
高
齢
者
を

支
え
る
活
動
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
1
月
24
日
、26
日
、ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
65
歳
以
上
の
要
支
援
認
定
者
に
対
し
て

洗
濯
、
調
理
、
掃
除
、
買
い
物
な
ど
の
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
新
た
な

担
い
手
の
養
成
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

  

受
講
者
は
、
介
護
保
険
制
度
、
介
護
予

防
、
認
知
症
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技

法
、
地
域
福
祉
な
ど
の
講
義
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
実
際

の
現
場
で
の
実
習
が
始
ま
り
ま
す
。

　
養
成
研
修
を
修
了
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
地
域
で
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

み
ま
も
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

高
齢
者
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

〜
新
た
な
担
い
手
の
養
成
〜

伊自良中学校で
人権作文コンテスト感謝状贈呈式

にぎわいある施設を目指して
指定管理基本協定調印式

教員の資質向上に向けた
連携に関する覚書締結式

　
１
月
26
日
、
伊
自
良
中
学
校
で
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
に
関
す
る
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
生
徒
が
作
文
を
書
く
こ
と

に
よ
り
、
人
権
尊
重
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に

付
け
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊
自

良
中
学
校
は
、
長
年
継
続
的
に
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加

し
、
人
権
意
識
の
高
揚
の
た
め
に
尽
力
し
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
当
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
梅
田
牧
男
さ

ん
か
ら
生
徒
代
表
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
24
日
、
四
国
山
香
り
の
森
公
園
お
よ
び
香

り
会
館
の
指
定
管
理
基
本
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
民
間
の
能
力
を
活
用
し
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
４
月
１
日
か

ら
ド
ル
フ
ィ
ン
㈱
が
、
両
施
設
の
管
理
運
営
を
行
い

ま
す
。

　

市
長
は
「
地
域
の
人
材
を
活
用
し
、
人
の
集
ま

る
施
設
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
ド
ル
フ
ィ
ン
㈱
の

代
表
取
締
役
の
小
森
崇
稔
さ
ん
は
「
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
人
々
の
憩
い
の
場
所
と
な
る
よ
う
な
施
設
に
し
た

い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
１
月
30
日
、
岐
阜
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

教
職
実
践
開
発
専
攻
と「
教
員
の
資
質
向
上
に
向

け
た
連
携
に
関
す
る
覚
書
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
覚
書
は
、
岐
阜
大
学
教
職
大
学
院
と
市
教

育
委
員
会
が
、
教
員
の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
た

人
材
育
成
や
教
育
研
究
に
お
い
て
、
緊
密
に
連
携

お
よ
び
協
力
し
て
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。         

  

こ
の
覚
書
に
よ
り
、
小
中
学
校
教
職
員
に
対
す

る
高
度
教
育
専
門
職
と
し
て
の
人
材
育
成
や
、
学

校
現
場
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
積
極
的
な
支
援

が
期
待
で
き
ま
す
。
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花咲きホールからのお知らせ TEL　36−2323
FAX　36−2777

▶日　時　3月18日（日）　開場13時30分
　　　　　　　　　　　  開演14時
▶入場料　全自由席　500円
▶主　催　和太鼓　高富青雲組

和楽祭2018（wagaku-sai）
〜和太鼓  高富青雲組による創作和太鼓のコンサート〜

チケット好評発売中

▶チケット取扱場所　
　花咲きホール

▶チケット取扱時間
　開館時間　9時～17時
　（閉館・休館日を除く）

山県市役所ロビーコンサート

ランチタイムコンサート
▶日　時　3月23日（金）　正午〜12時45分
▶出演者　チェロとピアノのアンサンブル
　　　　　髙野真穂（チェロ）　伏屋咲希（ピアノ）
▶主　催　花咲きホール、花咲きホールボランティア

図
書
館
か
ら
のお

知
ら
せ

高
富
公
民
館
で

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す

問
℡
36
︱
3
3
3
9

図
書
館
上
映
会

　
シ
ア
タ
ー
セ
ッ
ト
で
子
ど
も
向
け
Ｄ
Ｖ

Ｄ
無
料
上
映
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　
3
月
25
日（
日
）　
14
時
〜

▼
ア
ニ
メ　
「
ピ
ノ
キ
オ
」（
88
分
）

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集
中

　
図
書
館
で
は
、
図
書
館
利
用
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
る
た
め「
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
雑
誌
の
購
入
費
用

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
購
入
雑

誌
の
最
新
号
カ
バ
ー
表
面
に
ス
ポ
ン
サ
ー

名
称
、
裏
面
に
ス
ポ
ン
サ
ー
広
告
を
表
示

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
図
書
館
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

古
本
を
お
譲
り
し
ま
す

　
購
入
後
の
年
数
が
経
過
し
た
本
や
紙
質

の
劣
化
し
た
本
を
無
料
で
お
譲
り
し
て
い

ま
す
。（
絵
本
・
児
童
書
を
除
く
）

第
３
回
聴
い
て
知
っ
て
活
か
す

コ
ン
サ
ー
ト

意
外
と
知
ら
な
い
音
楽
の
エ
ト
セ
ト
ラ

▼
日
時　
3
月
10
日（
土
）

　
　
　
　
開
場
13
時
30
分　
開
演
14
時

▼
場
所　
高
富
公
民
館
1
階
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　
無
料（
全
席
自
由
）

　
　
　
　
※
要
整
理
券

▼
出
演　
小
池
準
一（
テ
ュ
ー
バ
）

　
　
　
　
鷲
見
夏
子（
フ
ル
ー
ト
）

　
　
　
　
藤
田
富
士
子（
シ
ャ
ン
ソ
ン
）

　
　
　
　
松
井
裕
樹（
ピ
ア
ノ
）

▼
主
催　
山
県
市
舞
台
芸
術
振
興
会

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

第
１
部　
フ
ラ
ン
ス
の
名
曲

第
２
部　
意
外
と
知
ら
な
い

　
　
　
　
　

   

音
楽
の
ひ
・
み
・
つ
！

　
　
　
　
シ
ャ
ン
ソ
ン
っ
て
？

　
　
　
　
み
ん
な
が
思
う
素
朴
な
疑
問
？

問
山
県
市
舞
台
芸
術
振
興
会（
杉
田
）

　
℡
０
９
０
︱
３
９
３
３
︱
５
８
７
８

広報やまがた 2018. 3 16



古田紹欽記念館からのお知らせ TEL　36−1023

美しく生きることを生涯追求した古田紹欽さんが私たちに問いかけるものとは…？
紹欽さんの

● 

今
月
の
ひ
と
こ
と
　

「
挫
折
と
向
き
合
う
」

　
紹
欽
さ
ん
は
、
幼
い
頃
に
父
親
が

亡
く
な
っ
た
た
め
伊
自
良
に
あ
る
東

光
寺
に
養
わ
れ
ま
し
た
が
、
実
家
が

近
く
て
は
よ
い
小
僧
に
な
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
今
度
は
郡
上
に
あ
る

慈
恩
寺
に
養
わ
れ
、
人
生
の
苦
難
を

乗
り
越
え
て
き
た
人
で
す
。

　
紹
欽
さ
ん
は
、「
挫
折
は
誰
に
だ
っ

て
あ
り
得
る
。
物
事
は
順
調
な
過
程

ば
か
り
辿た

ど

り
得
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り

得
な
い
。
挫
折
が
あ
っ
て
こ
そ
困
難

に
耐
え
得
る
根
性
が
養
わ
れ
る
の
で

あ
り
、
倒
れ
た
ら
須す

べ
か

ら
く
起
き
上
が

る
べ
き
で
あ
る
。
安
易
に
他
の
扶
を

求
め
て
は
な
ら
な
い
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。

　
人
は
挫
折
と
失
敗
を
繰
り
返
し
な

が
ら
成
長
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

か
。

　
誰
も
が
順
調
な
道
を
歩
い
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
挫
折
や
失

敗
を
し
た
と
き
、
そ
こ
か
ら
立
ち
直

り
、
自
分
の
道
を
一
歩
一
歩
前
進
す

る
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

参
照
／
燃
ゆ
ら
ん
花
の
美
し
さ

　
　
　
︱
日
々
是
れ
好
日
︱ 

　記念館では、小中学生を対象にした子どもお
茶教室を毎月第２土曜日（年10回）に、開催し
ています。

　裏千家から茶道の講師を迎え、抹茶の飲み方
から茶道の心得、基本的な作法、和室での所作
などを学びます。現在、25人の小学校低学年
から中学生までの子どもたちが在籍し、稽古を
行っています。初めは、抹茶の飲み方も分から
なかった子どもたちが、稽古により所作を身に
付けることができます。

　稽古を受けた子どもたちは、記念館で開催す
るお茶会で「お運び」を行い、成果の場として活
躍しています。また、年度の最後には、裏千家
の家元からの奨励証を受けることができます。

　平成30年度の募集を広報4月号に掲載予定で
す。興味のある人は、この機会に、日本の文化
である「茶道」を習ってみませんか。

■ 子どもお茶教室
　　茶道の基本を学びながら　楽しく体験してみませんか？
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お
知
ら
せ
広
場

「
固
定
資
産
課
税
台
帳
兼
名
寄
帳
」「
償
却

資
産
課
税
台
帳
」の
閲
覧

　
納
税
者
は
、
自
分
の
固
定
資
産
に
つ
い

て
の
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
を
閲
覧
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
土
地
や
家
屋
を
有
償
で
借
り
て

い
る
人
は
、
関
係
す
る
資
産
に
限
定
し
て

閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
期
間　
４
月
２
日（
月
）〜

　
平
成
31
年
３
月
29
日（
金
）

　
土
・
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

▼
時
間　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

▼
場
所

　
税
務
課
、
伊
自
良
支
所
、
美
山
支
所

（「
償
却
資
産
課
税
台
帳
」
の
閲
覧
は
税
務

課
の
み
）

▼
持
ち
物

・
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の

・
印
鑑

・
賃
借
人
が
閲
覧
す
る
場
合
は
、
賃
貸
借

契
約
書
の
原
本
な
ど
権
利
を
証
明
で
き
る

も
の

▼
閲
覧
手
数
料

　
１
件
３
０
０
円（
縦
覧
期
間
中
は
無
料
）

問
税
務
課　
℡
22
︱
６
８
２
２

３
月
議
会
放
送
の
お
知
ら
せ

　
平
成
30
年
第
１
回
定
例
会　
本
会
議
の

「
提
案
説
明
」と「
一
般
質
問
」を
放
送
し
ま

す
。

▼
放
送
日　
３
月
23
日（
金
）正
午
〜

　
　
12
チ
ャ
ン
ネ
ル

　
再
放
送　
３
月
25
日（
日
）17
時
〜

　
　
12
チ
ャ
ン
ネ
ル（
サ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

問
議
会
事
務
局　
℡
22
︱
６
８
４
０

子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
者
証

の
交
付

  

４
月
に
小
学
校
１
年
生
に
な
る
お
子
さ

ん
は
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
該
当
す
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
は

申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
該
当
者
に
は
３
月
中
旬
に
案
内

通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

　
受
付
期
間
と
場
所
は
、
案
内
通
知
書
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
市
民
環
境
課　
℡
22
︱
６
８
２
７

平
成
30
年
度
固
定
資
産
税
の

縦
覧
・
閲
覧
期
間

土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
の
縦
覧

　
納
税
者
は
、
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
価

格
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
自
分
の
土
地
や

家
屋
の
価
格
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を

判
断
す
る
た
め
、
価
格
等
縦
覧
簿
を
縦
覧

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
土
地
や
家
屋
を
有
償
で
借
り
て

い
る
人
も
対
象
資
産
を
限
定
し
て
縦
覧
で

き
ま
す
。

▼
期
間

　
４
月
２
日（
月
）〜
５
月
１
日（
火
）

　
土
・
日
、
祝
日
を
除
く

▼
時
間　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

▼
場
所　
税
務
課　

▼
持
ち
物

・
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の

・
印
鑑

・
賃
借
人
が
縦
覧
す
る
場
合
は
、
賃
貸
借

契
約
書
の
原
本
な
ど
権
利
を
証
明
で
き
る

も
の
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軽
自
動
車
税
の
手
続
き

軽
自
動
車
税
の
納
期
は
5
月
31
日（
木
）

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
現
在

に
原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
な
ど
を

所
有
し
て
い
る
場
合
に
、
主
た
る
定
置
場

の
あ
る
市
町
村
で
課
税
さ
れ
ま
す
。
平
成

30
年
度
の
納
税
通
知
書
は
5
月
中
旬
に
発

送
し
ま
す
。

廃
車
・
名
義
変
更
は
お
早
め
に　
　
　
　

　
転
出
、
譲
渡
、
廃
車
、
所
有
者
の
死
亡

な
ど
で
登
録
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
場
合

は
、
手
続
き
を
し
な
い
と
引
き
続
き
課
税

さ
れ
ま
す
の
で
、
3
月
末
日
ま
で
に
次
の

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
手
続
き
の
窓
口

原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車

【
税
務
課
】問
℡
22
︱
６
８
２
２

１
２
５
㏄
超
の
二
輪
車

【
中
部
運
輸
局
岐
阜
運
輸
支
局
】

　
岐
阜
市
日
置
江
２
６
４
８
︱
１

問
℡
０
５
０
︱
５
５
４
０
︱
２
０
５
３

軽
自
動
車（
三
輪
、
四
輪
）

【
軽
自
動
車
検
査
協
会
岐
阜
事
務
所
】

　
羽
島
市
福
寿
町
平
方
字
丸
池
東
９
︱
１

問
℡
０
５
０
︱
３
８
１
６
︱
１
７
７
５

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

▼
受
付
期
間

　
4
月
2
日（
月
）〜
5
月
24
日（
木
）

障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
の
減
免

　
身
体
や
精
神
な
ど
に
障
が
い
が
あ
る
人

の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
軽
自
動
車
な
ど
で
、

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
申
請
に

よ
り
軽
自
動
車
税
を
減
免
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
減
免
を
受
け
る
予
定
の
人
や
、
平

成
29
年
度
に
減
免
を
受
け
た
人
で
申
請
し

た
内
容（
障
が
い
の
程
度
、
車
種
、
運
転
者

な
ど
）に
変
更
が
あ
る
人
は
手
続
き
が
必
要

で
す
。ま
た
、平
成
29
年
度
に
減
免
を
受
け

た
人
に
は
4
月
上
旬
に
継
続
用
の
申
請
書

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
記
入
し
て
受
付
期

間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
障
が
い
の

程
度
、
種
類
に
よ
っ
て
は
減
免
の
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
※
減
免
は

普
通
車
を
含
め
1
人
1
台
に
限
り
ま
す
。

▼
持
ち
物　

・
各
種
手
帳（
身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
、
療
育
の
い
ず
れ

か
）

・
運
転
者
の
運
転
免
許
証

・
車
検
証

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
か
通
知
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
の
記
載
さ
れ
た
住
民
票
な
ど

で
も
可
）

・
納
税
通
知
書（
お
手
元
に
あ
る
場
合
の
み
）

・
印
鑑

そ
の
他
の
減
免

　
構
造
が
も
っ
ぱ
ら
障
が
い
の
あ
る
人
な

ど
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る

軽
自
動
車
や
、
公
益
の
た
め
に
使
用
し
て

い
る
軽
自
動
車
な
ど
も
減
免
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
税
務
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
手
続
き
の
窓
口【
税
務
課
】

問
税
務
課　
℡
22
︱
６
８
２
２

お知らせ広場

Pick  up!

　毎年恒例の「つるかご作り教室」を開
催します。山へつるを採りに行き、持
ち帰ったつるで、かごと花台を一つず
つ作ります。隣接するハーブレンドの
ランチ付きです。
▶日時　3月14日（水）　10時〜15時
▶費用　3,800円(ランチ付き）
▶定員　15人（電話で予約してください）
　　　　※3月1日から受付開始
　　　　　定員になり次第締切り
▶持ち物　枝切りはさみ、のこぎり、
　軍手、タオル
※山へつるを採りに行った後、屋外で作業を行
いますので、動きやすく暖かい服装で参加して
ください。山までは各自の自家用車で行きます。
採ったつるで車などが汚れないようブルーシート
など、敷物の準備をお願いします。

問予約先 　香り会館　℡22｜5400

香り会館からのお知らせ
つるかご作り
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さ
れ
、
課
税
床
面
積
が
50
㎡
以
上
の
建
物

▼
支
給
額　
１
棟
に
つ
き
10
万
円

　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
市
HP
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
建
設
課
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

申
請
忘
れ
に
ご
注
意
を

　
住
宅
等
取
得
祝
金
の
支
給
対
象
者
で
平

成
25
年
度
に
初
め
て
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
た
人
の
申
請
期
限
は
、
平
成
30
年
3

月
31
日
で
す
。
申
請
忘
れ
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

問
建
設
課　
℡
22
︱
６
８
３
２

市
民
体
験
講
座「
落
語
と
笑
い

ヨ
ガ
」参
加
者
募
集

　
「
笑
う
門
に
は
、
福
来
る
」と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、「
笑
い
」
は
免
疫
力
を

ア
ッ
プ
し
、
心
と
身
体
を
元
気
に
す
る
力

が
あ
り
ま
す
。「
笑
い
ヨ
ガ
」と
は
、
笑
い

と
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
を
取
り
入
れ
た
健
康
体

操
で
す
。
お
な
か
の
底
か
ら
い
っ
ぱ
い

笑
っ
て
、
健
康
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

　
３
月
20
日（
火
）13
時
30
分
〜
15
時 

▼
場
所　
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
３
階　
集
会
室

▼
持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
、
水
分
補

給
用
の
飲
み
物

▼
講
師　
茂
益
亭
蝶
代 

氏

▼
申
込
期
限　
３
月
15
日（
木
）

平
成
30
年
度
市
有
線
テ
レ
ビ

放
送
施
設
利
用
料
の
減
免
申
請

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
4
月
と
10
月
に

請
求
さ
れ
る
利
用
料
の
減
免（
全
額
ま
た

は
半
額
）を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
利
用
料
の
全
額
免
除

・
生
活
保
護
法
で
扶
助
な
ど
を
受
け
て
い

る
世
帯

・
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
の
世
帯（
※
）

・
療
育
手
帳
所
持
者
の
世
帯（
※
）

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
の

世
帯（
※
）

②
利
用
料
の
半
額
免
除

・
視
覚
、
聴
覚
障
が
い
に
よ
り
身
体
障
害

者
手
帳
の
所
持
者
か
身
体
障
害
者
手
帳（
1

級
、
2
級
）の
所
持
者
が
世
帯
主
の
世
帯

・
療
育
手
帳（
A
、
A
1
、
A
2
）の
所
持

者
が
世
帯
主
の
世
帯

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
1
級
）の

所
持
者
が
世
帯
主
の
世
帯

・
戦
傷
病
者
手
帳
の
所
持
者
の
う
ち
、
障

が
い
の
程
度
が
恩
給
法
に
規
定
す
る
特
別

項
症
か
ら
第
１
款
症
ま
で
に
相
当
す
る
重

度
の
戦
傷
病
者
を
有
す
る
世
帯（
※
）

・
世
帯
の
全
員
が
75
歳
以
上
の
世
帯（
※
）

・
母
子
お
よ
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法

に
規
定
す
る
扶
助
を
受
け
て
い
る
母
子
、

父
子
、
寡
婦
世
帯
で
、
福
祉
医
療
費
受
給

者
証
を
受
け
て
い
る
世
帯（
※
）

※
い
ず
れ
も
そ
の
世
帯
を
構
成
す
る
す
べ

て
の
人
が
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
市
民

税
非
課
税
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
認
印
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

・
母
子
、
父
子
、
寡
婦
の
人
は
福
祉
医
療

費
受
給
者
証
な
ど
、
減
免
基
準
に
該
当
す

る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

▼
手
続
き
の
方
法　
申
請
書
は
有
線
テ
レ

ビ
局
、
税
務
課
、
伊
自
良
支
所
、
美
山
支

所
、
西
武
芸
出
張
所
に
あ
り
、
ど
の
施
設

へ
も
提
出
で
き
ま
す
。
市
民
税
非
課
税
が

条
件
の
人（
※
印
の
世
帯
）は
、
市
民
税
非

課
税
証
明
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意　
平
成
29
年
度
に
減
免
を
受
け
て

い
る
人
も
、
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
申
請
期
間

　
3
月
12
日（
月
）〜
3
月
30
日（
金
）

問
有
線
テ
レ
ビ
局　
℡
22
︱
６
１
０
０

住
宅
等
取
得
祝
金
事
業

住
宅
等
取
得
祝
金
の
申
請
に
つ
い
て

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
建
物
を
取
得
後
に

申
請
す
る
と
、住
宅
等
取
得
祝
金
と
し
て「
山

県
ま
ち
づ
く
り
振
興
券
」が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者　
市
内
建
設
業
者
の
施
工

で
住
宅
、
工
場
な
ど
を
新
・
増
築
し
た
人

や
、
市
内
に
住
宅
、
工
場
な
ど
を
取
得
し

て
移
住
し
た
人

▼
支
給
対
象
物
件　
固
定
資
産
税
が
賦
課
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▼
主
催　
健
や
か
の
会
・
市

▼
申
込
・
問
合
先

  
健
康
介
護
課　
℡
22
︱
６
８
３
９

美
山
中
央
公
民
館
生
涯
学
習

美
山
フ
ェ
ス
タ
の
開
催

　
美
山
中
央
公
民
館
と
美
山
地
区
公
民
館

の
講
座
、
サ
ー
ク
ル
で
活
動
し
て
い
る
団

体
に
よ
る
舞
台
発
表
や
作
品
展
示
で
す
。

▼
日
時　
３
月
18
日（
日
）10
時
〜
15
時

▼
場
所　
美
山
中
央
公
民
館

▼
主
催　
美
山
文
化
振
興
事
業
実
行
委
員
会

問
美
山
中
央
公
民
館　
℡
52
︱
１
１
０
６

電
柱
や
鉄
塔
に
カ
ラ
ス
の
巣
を
発

見
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
カ
ラ
ス
の
巣
が
原
因
で
停
電
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
発
見
し
た
際
に
は
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
針
金
な
ど
の
金
属
類
で
作
ら
れ
た
巣
は

特
に
停
電
の
原
因
と
な
り
や
す
い
た
め
、

使
用
し
て
い
な
い
鉄
製
の
ハ
ン
ガ
ー
は
放

置
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
地
上
か
ら
２
ｍ
程
度
の
位
置
に
あ
る
中

電
マ
ー
ク
番
号
札
を
確
認
し
て
い
た
だ
け

る
と
、場
所
の
特
定
が
容
易
と
な
り
ま
す
。

▼
電
柱
の
周
り
に
木
の
枝
が
散
乱
し
て
い

た
ら
、
巣
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▼「
カ
ラ
ス
の
巣
確
認
済
」
シ
ー
ト（
黄
色
の

シ
ー
ト
）が
巻
い
て
あ
る
電
柱
は
、
既
に
状
況
を

確
認
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
連
絡
は
不
要
で
す
。

【
連
絡
先
】中
部
電
力（
株
）岐
阜
営
業
所

℡
０
１
２
０
︱
９
８
５
︱
９
１
０

犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
ろ
う
！

　

散
歩
の
際
は
必
ず
リ
ー
ド
で
け
ん
引

し
、
手
持
ち
ス
コ
ッ
プ
や
回
収
袋
な
ど
を

持
っ
て
、
フ
ン
の
放
置
は
や
め
、
必
ず
持

ち
帰
り
、
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
は
他
人
に
配
慮
し
た
行
動
を
お
願

い
し
ま
す
。
皆
さ
ん
が
快
適
に
過
ご
す
た

め
に
、
環
境
美
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
岐
阜
地
域
広
域
圏
協
議
会
環
境
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議

問
市
民
環
境
課　
℡
22
︱
６
８
２
８

岐
阜
県
警
察
官
募
集

▼
試
験
区
分

　
警
察
官
Ａ
Ⅰ（
男
性
・
女
性
）お
よ
び
警

察
官
Ａ
Ⅱ（
男
性
・
女
性
）採
用
試
験

▼
受
付
期
間

　
３
月
14
日（
水
）〜
４
月
11
日（
水
）

▼
試
験
日

　
第
１
次
試
験
…
５
月
13
日（
日
）

　
第
２
次
試
験
…
５
月
下
旬
〜
６
月
下
旬

　
最
終
合
格
者
発
表
…
７
月
中
旬

▼
受
験
資
格

　
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

お知らせ広場

人
で
、
大
学
を
卒
業
ま
た
は
採
用
予
定
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

問
山
県
警
察
署
警
務
課

　
℡
22
︱
０
１
１
０

自
衛
官
等
募
集

問自衛隊岐阜地方協力本部　岐阜募集案内所　℡058－262－1818　担当 伏屋

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日

幹部候補生
一般・飛行 20歳以上

28歳未満 平成30年3月1日（木）〜
平成30年5月1日（火）

平成30年5月12日（土）
平成30年5月13日（日）
※平成30年5月13日（日）

は飛行のみ歯科・薬剤 20歳以上
30歳未満

予備
自衛官補

一般 18歳以上
35歳未満 平成30年1月9日（火）〜

平成30年4月6日（金）

平成30年4月14日（土）〜
平成30年4月18日（水）

（内1日指定）技能 18歳以上
（国家資格保有）

21 広報やまがた 2018. 3



「
ホ
リ
デ
ー
パ
ス
」の
発
売

　
市
内
全
バ
ス
路
線
と
岐
阜
バ
ス
路
線
な

ど
に
一
日
乗
り
放
題
の
乗
車
券
が
発
売
さ

れ
ま
す
。

▼
利
用
で
き
る
日　
3
月
3
日（
土
）か
ら

5
月
27
日（
日
）ま
で
の
土
・
日
・
祝
日

▼
発
売
額　
５
０
０
円（
小
児
、
障
が
い

者
の
別
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
適
用
方
法　
有
効
日
１
日
１
人
に
限
り

何
回
で
も
乗
車
可
能

▼
対
象
路
線　
市
自
主
運
行
バ
ス（
ハ
ー

バ
ス
、
岐
北
線
、
岐
阜
板
取
線
）、
岐
阜

バ
ス
路
線（
高
速
バ
ス
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル

各
務
原
線
な
ど
一
部
路
線
は
除
く
）、
関

シ
テ
ィ
バ
ス
ほ
か

▼
発
売
場
所　
岐
阜
バ
ス
高
富
営
業
所
ほ

か
各
営
業
所
、
平
和
堂
高
富
店
、
岐
阜
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
案
内
所
、

岐
阜
バ
ス
観
光
旅
行
セ
ン
タ
ー
、
岐
阜
大

学
生
協
、
マ
ー
サ
21
ほ
か

問バ
ス
の
運
行
に
関
す
る
こ
と

岐
阜
バ
ス
高
富
営
業
所　
℡
22
︱
５
０
１
０

公
共
交
通
に
関
す
る
こ
と

企
画
財
政
課　
℡
22
︱
６
８
２
５

節 日程 対戦相手 競技場

第2節 3月3日（土）
15:00 横浜FC 長良川競技場

第3節 3月11日（日）
14:00

ジェフユナイテッド
千葉

千葉市
蘇我球技場

第4節 3月17日（土）
15:00 京都サンガF.C.

京都市西京極総合運動
公園陸上競技場

兼球技場

第5節 3月21日（水・祝）
14:00 栃木SC 長良川競技場

第6節 3月25日（日）
16:00 愛媛FC 愛媛県総合運動

公園陸上競技場

第7節 4月1日（日）
14:00

ヴァンフォーレ
甲府 長良川競技場

詳しくは、FC岐阜オフィシャルサイトでご確認
ください。

2018Jリーグ Division2

山県市はFC岐阜 を応援します!

FC岐阜 検 索
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3月子 育 て 予 定 表

高富児童館 休館日  4日、11日、18日、21日、25日
問い合わせ  ℡22－4750　 HP  高富児童館

■学童行事（市内小学生対象）

■平成30年度　乳幼児教室の参加者募集（年間登録）

■お知らせ

■乳幼児教室　教室時間　10時〜11時30分　　昼食および交流会　11時30分〜14時　※随時受け付け中

■おもちゃ病院 ■遊びのひろば（乳幼児対象、申込不要）

日　時 行　事　名 内　容 定 員 持ち物

10日（土）
13時30分〜15時

プラバンで
おしゃれ小物を作ろう!! プラバンですてきな小物をつくろう!! 10人 材料費100円、お茶

など

17日（土）
13時30分〜15時

飛べ!!
木の板で作るプロペラ

木の薄い板を使って、ヒラヒラと飛ぶプロ
ペラを作ろう。 15人 材 料 費50円、お茶

など

日　時 行　事　名
毎週月曜日 13時30分〜
毎週水曜日 11時〜 にじっこタイム〜親子あそび〜

  3日（土）　13時30分〜 パパと遊ぼう！
15日（木）
10時30分〜11時30分（雨天中止） 砂場であそぼう！

教室名 対　　象 日　時 場　所 内　容 持ち物など

ベビママ ３カ月〜７カ月くらいのお子さんと
保護者（全地域）   6日（火） 高富児童館 ベビーフード試食会＆スク

ラップブッキング
のり、はさみ、写真など
貼りたいもの、お茶

ミルキー ８カ月〜１歳くらいのお子さんと
保護者（全地域） 13日（火） 高富児童館 発達について お茶など

すくすく 1歳児と保護者（高富地域）
  2日（金）

高富児童館
手形足形・スクラップブッ
キング

のり、はさみ、写真など
貼りたいもの、お茶

16日（金） 閉講式 お茶など

のびっこ 2〜3歳児と保護者（高富地域）
  9日（金）

高富児童館
手形足形・スクラップブッ
キング

のり、はさみ、写真など
貼りたいもの、お茶

16日（金） 閉講式 お茶など

小鳩会 1〜3歳児と保護者（伊自良地域）
  2日（金） 伊自良

中央公民館

手形足形・スクラップブッ
キング

のり、はさみ、写真など
貼りたいもの、お茶

16日（金） 閉講式 お茶など

つくしんぼ 1〜3歳児と保護者（美山地域）
  9日（金）

西武芸公民館
手形足形・スクラップブッ
キング

のり、はさみ、写真など
貼りたいもの、お茶

16日（金） 閉講式 お茶など

日　時

12日（月）　10時〜12時

内　容

壊れたおもちゃを修理します。

親子のふれあいを大切にしながら、ママのリフレッシュや、時には楽しく学ぶ機会をつくります。（4月開講）
▶活 動 時 間　乳幼児教室　10時〜11時30分　　昼食タイム＆交流会　11時30分〜13時（自由参加）
▶申し込み方法　参加申込用紙に必要事項を記入し、提出してください。
　　　　　　　　※現在参加している人は3月開催の乳幼児教室で継続の確認をします。　
▶受 付 開 始　3月1日（木）〜
▶参 　 加 　 費　無料（材料費など実費必要）
▶申し込み場所　高富児童館、伊自良中央公民館、みやまジョイフル倶楽部

平成30年4月から毎月第3木曜日に、あそび教室が始まります。親子で楽しく“遊ぶ”ことを目的とした教室です。
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Information for Kids

子どもげんきはうす 休館日  5日、12日、18日、19日、21日、26日
問い合わせ  ℡23－2323　子育て支援サイトげんき

■学童行事（市内小学生対象） ■Happy Happy Birthday

■幼児サークル（年間登録）

■遊びの提供（未就学児対象）

日　時 行　事　名 定 員 持　ち　物

10日（土）
10時〜11時30分 アイロンビーズ 10人 お茶、ハンカチ

24日（土）
10時〜11時30分

ペットボトルビーズで
つくろう!　 10人 お茶、ハンカチ

内　容

〜3月のお誕生日のお友達集まれ〜
写真と手形で記念を残しませんか？

持ち物

L版写真1枚、身長、体重が分かるもの

教室名 対　象 開催日

マミーサークル
（1歳児親子）

平成27年4月2日〜
平成28年4月1日生まれ

1、2歳児合同
14日（水）

10時30分〜11時30分
会場：保健福祉ふれあい
センター　３階　集会室

マミーサークル
（２歳児親子）

平成26年4月2日〜
平成27年4月1日生まれ

幼児と親が一緒になって、創作活動や集団遊びを一年間楽しく行います。
※行事によって開催日時の変更があります。

※1日（木）9時から参加受け付けを開始します。（電話受け付け可）

日　時 行事名、内容 定 員
6日（火）、11日（日）、13日（火）、20日（火）、27日（火）
11時〜11時30分 げんきタイム　〜親子遊び〜 なし

13日（火）、27日（火）　10時〜10時30分 わくわくタイム　〜メッセージカード〜 各8組

  8日（木）　10時30分〜11時
22日（木）　10時30分〜11時、13時30分〜14時

おはなしタイム
対象年齢にあわせて絵本の読み聞かせをします。
絵本、紙芝居、パネルシアター、エプロンシアター
など

なし

おはなしひろば
 お子さんの対象年齢にあわせて本の読み聞かせをします。
小さいお子さんは保護者同伴でお願いします。

おはなしピーチクよみきかせ
【場所】 図書館本館 
【日時】  3日（土）、10日（土）、17日（土）、24日（土）、31日（土）

 10時30分～

家庭教育フォロー講座
テーマをもとに子育てについて考えてみましょう。
※託児あります。

【対　象】 子育てにかかわる人ならどなたでも
【場　所】 子どもげんきはうす
【日　時】 22日（木）10時～12時
【テーマ】 意地悪な子への対応
問山県家庭教育研究所　℡22-4569（代表：野沢）
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弁護士相談	 市民環境課 ℡22-6828
8日（木） 13：00～14:30 市役所 市民相談室（１階）

※多重債務関係も弁護士相談で受け付けます　

行政相談（電話相談可）	 市民環境課 ℡22-6828

20日（火）13：00～15：00 伊自良中央公民館 1階研修室
美山支所 住民相談室

よろず相談（電話相談可）	 市民環境課 ℡22-6828
22日（木）13：00～15：00 市役所 市民相談室（1階）

人権擁護相談（電話相談可）	 福祉課 ℡22-6837

14日（水）13：00～15：00 市役所 市民相談室（1階）
伊自良老人福祉センター生活相談室

精神保健福祉相談会・ききょうの会	 福祉課 ℡22-6837

6日（火）
20日（火）
27日（火）

13：30～15：00 ふれあいセンター

3月休日診療（診療時間 9：00～13：00、16：00～19：00）
4日（日）鳥沢クリニック 高木 ℡22－1088

11日（日）なりみやクリニック 高富 ℡22－1213
18日（日）にのみやクリニック 高富 ℡22－1717
21日（祝）早川胃腸科外科クリニック 岩佐 ℡52－1212
25日（日）ひらまつ耳鼻咽喉科 高富 ℡22－0288
4月1日（日）不破クリニック 岐阜市太郎丸 ℡058－229－6081

市民環境課　（消費生活相談窓口）　℡22-6828

市総合体育館　3月スポーツイベント

4日（日）山県市体育協会長杯
小学生バレーボール交流会

11日（日）スミセイ杯争奪県ソフトバレーボール大会

18日（日）岐阜県ヤングクラブバレーボール大会

21日（祝）中部地区ミニテニス交流
「第21回長良川大会」

24日（土）中学生バレーボール交流大会

25日（日）中学生バレーボール交流大会

くらしのカレンダー3 月

消費生活ニュース!
〜こんなことにご注意を〜

　「仮想通貨を買わないか」と電話があり、数日後に説
明書が届いた。後日、再び同じ業者から電話があり、

「今、100万円分の仮想通貨を買えば、2〜3年後には
2倍になる」と言われた。その話を信じて購入すること
にし、近くのファミレスで担当者に現金100万円を渡
した。その後しばらくは、仮想通貨の値動きらしき数
字の連絡があったが、最近、業者に電話をかけてもつ
ながらなくなった。
　インターネットを通じて電子的に取引される「仮想
通貨」への投資に関して、電話や訪問による勧誘トラ
ブルが高齢者を中心に増加しています。
　仮想通貨は、取引相場の価格変動リスクを伴うた
め、将来必ず値上がりするというものではありません。
セールストークをうのみにせず、リスクを十分に理解

できなければ、契約しないでください。
　不審に思ったときは、お住まいの自治
体の消費生活窓口等にご相談ください。

（消費者ホットライン188）

仮想通貨への投資
リスクを理解できなければ契約しないで

「ふれあいセンター」は保健福祉ふれあいセンター

総合体育館　℡22-6622
【夜間休館日　3月18日（日）】

（見守り新鮮情報　第250号独立行政法人国民生活センター）見守るくん

理解できない
契約をしないで！

乳幼児健診	 健康介護課 ℡22-6839
6・7か月児健康教室
28日（水） 受付10:00～10:15 ふれあいセンター

1歳6か月児健診
7日（水） 受付13：00～13：45 ふれあいセンター

3歳児健診
14日（水） 受付12：45～12：55 ふれあいセンター

はみがきけんしん（フッ素塗布）	 健康介護課 ℡22-6839
13日（火） 受付13：00～13：45 ふれあいセンター

妊婦歯科健診（要予約）	 健康介護課 ℡22-6839
13日（火） 13：30～ ふれあいセンター

乳幼児相談	 健康介護課 ℡22-6839
22日（木） 10：00～11：00 ふれあいセンター

木育教室	 健康介護課 ℡22-6839
22日（木） 10：00～11：30 ふれあいセンター

献血　　　　　　　　　				健康介護課 ℡22-6839

20日（火）
9：30～12：00 山県市役所
13：30～16：00 (株)平和堂 高富店

結婚相談	 山県市マリッジサポートセンター ℡22-3354

毎週金曜日 10:00〜13:00
（最終受付 12:30） 高富

中央公民館
2階

第3土曜日、
第1、第4日曜日

10:00〜14:00
（最終受付 13:00）

第２水曜日 19:00〜21:00
（最終受付 20:30）

※電話での問い合わせも相談所の開所日時のみの対応となります。
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市民環境課 ℡22-6828
不燃ごみ・粗大ごみ受付センター ℡23-0108戸籍の窓

市民環境課 ℡22-6829

1月届け出分
この欄は、山県市役所または支所
の窓口で届出がされた、本市に住
民登録がある人のうち、広報紙へ
の掲載に同意された人について掲
載しています。（敬称略）

3月のごみ収集日　

表記できない文字がありますので、あらかじめご了承ください。

高　富 三輪　柊
と う い

偉 藤　倉 山水　新
あ ら た

太

赤ちゃん誕生

高　富 疋田　光雄 83歳
 木村美枝子 83歳
佐　賀 山田　幸市 93歳
 玉井　太郎 95歳
 山田しげ子 82歳
西深瀬 大澤ミハル 95歳
 岡山　隆男 93歳
 吉田　雅子 72歳
梅　原 鬼頭　　操 90歳
大　桑 西村唐美子 73歳
 木田　嘉弘 53歳

　掛 佐村　髙雄 94歳
葛　原 長野　茂子 98歳
徳　永 松本　基一 91歳
日　永 野口　きわ 86歳
 野々村才市 91歳
相　戸 江崎　ふみ 93歳
田　栗 藤田　　好 92歳
岩　佐 花村かね子 86歳
中　洞 髙井　敏子 80歳
 花村アキエ 90歳

おくやみ

人口の動き
総人口 27,617人　（ー47人）

世帯数 10,804戸　（ー  5戸）

男 13,424人　（ー21人）
女 14,193人　（ー26人）

（平成30年2月1日現在）

ご結婚おめでとう
佐　野 石神　純也
 後藤　　愛

岩　佐 村瀬　一也
 清水　琴恵

・｢マイナンバー（個人番号）カード｣交付のお知らせが届い
た人は必要書類を持参のうえ来庁してください。

※必要なもの
交付通知書（ハガキ）・通知カード・認印・運転免許証・
旅券、住基カードなど官公署発行の顔写真のついた書類
１点、または健康保険証・年金証書などの書類２点

※時間帯により窓口が混み合う場合があります。時間に余
裕を持ってお出かけください。月曜日はお客様が集中す
る傾向があります。

カン・
白色トレイ

びん・
ペットボトル

不燃ごみ
粗大ごみ

燃える
ごみ

森・南・旭ヶ丘・
蛍ヶ丘・田倉

1日
(4月5日)

15日
19日

月
・
木
曜
日ご
み
袋
は
必
ず
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
午
前
7
時
30
分
ま
で
に
）

大北・石田町・山本・
双葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・
南屋敷・石畑・美里

2日
(4月6日) 22日

北町・栄町・仲町・
本町1、2、３丁目 12日 16日

15日

共和町
16日佐賀・見晴台・金池 13日

火
・
金
曜
日

東深瀬（向イ・鴻ヶ池を除く） 3日
(4月7日) 20日 9日

向イ・鴻ヶ池・高木東・阿原 12日
高木（高木東・阿原を除く） 13日

26日
13日

西深瀬 14日 14日
梅原 8日 23日
桜尾 7日

（4月4日） 20日
7日

（4月6日）

大桑 6日
（4月3日） 8日

長滝・平井・掛・
松尾・上願・大門 5日

(4月2日) 19日 28日

洞田・小倉・大森・藤倉 29日
北山 10日 23日

2日
(4月3日)

葛原 1日
（4月2日）谷合

17日北武芸
22日

2日
（4月3日）

乾 21日 5日
（4月4日）

月
・
木
曜
日

富波 9日 27日岩佐 6日
（4月5日）中洞 21日 22日

～4月7日　

資源ごみ・有害ごみ休日収集日（毎月第4日曜日）
収集区域 出せる資源・有害ごみ 収集日 収集時間 収集場所

市内全域

缶・ペットボトル・びん・白色トレイ・
電池・蛍光管・電球・段ボール・
新聞紙・衣類・雑誌・紙パック 25日

9:00～
16:00

市役所裏
車庫棟24・25

衣類・電池・蛍光管・
電球

8:30～
16:00

クリーン
センター

有害ごみ（各支所・出張所）収集日　
収集区域 出せる資源・有害ごみ 収集日 収集時間 収集場所

市内全域 電池・蛍光管・
電球

22日
23日

8:30～
17:00

伊自良・美山支所
西武芸出張所

※発泡スチロールは、小さくして可燃ごみ袋に入れてください。

夜間窓口開設日（21:00まで開設）　 今月は26日（月）です

休日臨時窓口開設日（9:00～17:00 開設）今月は25日（日）です

開設窓口

税務課（℡22-6822） 水道課（℡22-6835）
徴収対策室（℡22-6843）
市民環境課（戸籍・住民係） ℡22-6829
     （国保・年金係） ℡22-6827

※詳しくは、P.１１をご覧ください。
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伊自良湖周辺観光拠点
リニューアルイベント開催!!

■スケジュール
10:00　オープニングセレモニー
　　・農産物直売所新通称名披露
　　・農産物直売所オープンテープカット
　　・伊自良北小学校による十六拍子の演奏
　　・伊自良中学校による合唱　など

11:00　イベント
　　・まるごと伊自良湖スタンプラリー
　　　※参加賞、記念品あり！
　　・ナッチョルくんとじゃんけん大会
　　・山県市魅力発信ブース
　　・ボートの無料乗船体験

四季折々の美しい景色を楽しめるほか「恋人の聖地」にも
認定された市を代表する観光スポット、伊自良湖。
その湖畔に位置する伊自良農産物直売所と周辺施設を多
くの人に愛される観光拠点となるよう、リニューアルし
ました。
以下のとおり、リニューアルイベントを開催しますので、
ぜひお越しください！

問産業課　℡22－6830

日　時

10時〜14時
場　所

3月17日（土）

伊自良農産物直売所
伊自良湖周辺

山県市長滝25番地1

ま
っ
チ
ョ
ル
よ
！
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今
月
号
の
表
紙
は
、
数
年
ぶ
り
に
保
育
園
の
ひ
な
飾

り
を
掲
載
し
ま
し
た
。
手
作
り
の
お
ひ
な
さ
ま
と
と
も

に
、園
児
た
ち
が
元
気
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

来
月
号
の「
ま
ち
の
話
題
」で
は
、
ひ
な
祭
り
の
模
様
も

お
伝
え
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
3
月
。
桃

の
節
句
の
話
題
を
書
き
ま
し
た
が
、
私
が
春
の
訪
れ
を

実
感
す
る
の
は
、
旬
の
野
菜
の
苦
味
を
感
じ
た
と
き
、

か
な
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
U
）

　
今
月
は
、
図
書
管
理
シ
ス
テ
ム「
リ
ブ
ラ
イ
ズ
」の
取

材
で
桜
尾
小
学
校
の
図
書
室
へ
行
き
ま
し
た
。
休
み
時

間
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
と
、
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
本

を
借
り
に
図
書
室
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
の
本
に
し

よ
う
か
迷
い
な
が
ら
も
、
何
冊
も
手
に
取
り
本
を
借
り

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
学
校
で
行
っ
て
い

る
朝
読
書
が
、
読
書
す
る
習
慣
と
し
て
身
に
付
い
て
い

る
と
実
感
で
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Y
）

　
今
月
の
特
集
は
政
策
立
案
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
男
女

共
同
参
画
。
久
し
ぶ
り
に
堅
い
内
容
の
企
画
で
す
。
い

か
に
し
て
地
域
産
業
の
活
力
を
つ
く
り
だ
す
か
と
い
う

テ
ー
マ
と
人
権
に
関
わ
る
テ
ー
マ
、
一
見
関
係
な
い
よ

う
に
も
見
え
ま
す
が
、「
性
別
に
関
わ
り
な
く
す
べ
て

の
人
が
支
え
あ
う
社
会
を
つ
く
る
」
と
い
う
男
女
共
同

参
画
の
テ
ー
マ
は
、
結
果
的
に
地
域
の
力
に
な
っ
て
行

く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｎ
）




